
11
２０１７広報かねやま No.659

子
ど
も
達
が
紡
ぐ

地
域
の
伝
統



22017／11月号

11
広報かねやま ２０１７No.659

▼防災情報やイベント情報など、
　町からの行政情報をメールで
　受け取ることができます。

登録はこちらから！

広報 かねやま

１（水）

３（金）
４（土）
６（月）
７（火）
８（水）

９（木）

10（金）

11（土）

14（火）

15（水）

16（木）
17（金）
18（土）

19（日）

21（火）

24（金）

27（月）

29（水）
30（木）

第10回秋のかねやま展（２日まで）
すくすくプレイランド
女性ドック検診
すこやか相談
金山町公民館大会
岸宏一氏合同葬儀・告別式
心配ごと相談
３歳児健診
食育講座
年中児健診
ベビーマッサージ
男性ドック検診・総合健診
金山杉サミット（12日まで）
ふるさと壁画除幕式
金山町芸術文化協会舞台発表会
親子ふれあいリトミック教室
わらべうた＆読み聞かせ
女性ドック検診
すこやか相談
心配ごと相談
すくすくプレイランド
ヨガ教室
大好き歯みがき
子育て支援センター開放日（午前）
スポーツ鬼ごっこ大会
大学環ネットかねやまフォーラム
森図書読み聞かせ
大堰・鯉の越冬作業（予定）
男性ドック検診・総合健診
金山町政策講演会
子宮頸がん・乳がん検診
心の健康相談
心配ごと相談
ピカピカ歯みがき健診
年中児健診

11月行事予定表

■　も　く　じ　■　C o n t e n t s

◆かねやま わんとぴ
　東北カラーズミーティング in 山形
◆子ども達が紡ぐ地域の伝統
◆まちのわだい
　第38回金山町産業まつり
　家族で楽しめるイベント「Vibeat」
　有屋小ふるさと学習で地域交流
　もったいないフリマが今年も盛況
　雨にも負けずめごたま大運動会
　力作揃いの第五回墨の社中展
　蔵の会による「お茶席体験」
　山形交響楽団と金山中生が共演
　36年目の金山杉俳句会
　第42回とこみどりマラソン大会
◆ほっとクリニックvol.107
　やまもり健康くらぶ
　よりみち Shot５
　大場征志さんが全国防犯栄誉金賞受賞
◆お知らせ掲示板
　認定こども園等入園の募集について
◆図書室だより・ぶんげい
　地域おこし協力隊がゆく！
　金山さんち！～芸術の秋を楽しもう！～　ほか

P３

P４
P６

P10

P12

P14

　10月14日、中央公民館を
会場に、子供伝統芸能発表会
が開催されました。町内から
は有屋少年番楽と明安子ども
歌舞伎伝承会が、日頃の練習
の成果を披露。幅神楽保存会
（舟形町）と及位の童歌保存
会（真室川町）の特別出演と
ともに、来場者からは大きな
拍手と声援が送られました。

＝今月の表紙＝

元金山町議会議員、
元金山町長、前参議
院議員の岸宏一氏が
10月16日に急逝さ
れました。左記の日
程で、岸家、金山町、
山形県農業会議との
合同葬儀・告別式が
執り行われます。

=  訃　　報  =

▼日時
　11月４日（土）
　午後３時～
▼会場
　金山中学校体育館
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オンリーワンな町のナンバーワンをさがせ！

オンリーワンな町のナンバーワンをさがせ！

　
バ
イ
ク
愛
好
者
に
よ
る
「
東
北
カ
ラ

ー
ズ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ｉ
ｎ
山
形
」
が
10

月
１
日
、
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
神
室
を
ゴ

ー
ル
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
愛
好
者
同
士
の
交
流
促
進
と
地
域
活

性
化
が
目
的
の
本
イ
ベ
ン
ト
。
在
住
す

る
県
ご
と
に
指
定
さ
れ
た
色
の
バ
ン
ダ

ナ
を
腕
や
バ
イ
ク
に
巻
き
付
け
、
近
隣

の
道
の
駅
で
仲
間
と
合
流
し
て
金
山
を

目
指
す
と
い
う
た
だ
一
つ
の
ル
ー
ル
に

従
い
、
東
北
各
地
の
ほ
か
関
東
か
ら
も

多
く
ラ
イ
ダ
ー
達
が
訪
れ
ま
し
た
。
会

場
に
は
約
千
台
の
バ
イ
ク
が
ず
ら
り
。

カ
ラ
フ
ル
な
バ
ン
ダ
ナ
が
映
え
る
快
晴

の
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
神
室
で
、
来
場
者

は
お
気
に
入
り
の
車
体
を
写
真
に
収
め

た
り
、
バ
イ
ク
談
義
に
花
を
咲
か
せ
る

な
ど
し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
２
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
東
北
カ
ラ

ー
ズ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
ゴ
ー
ル
地
の
選

定
に
あ
た
っ
て
は
、
東
北
６
県
の
ど
こ

か
ら
で
も
集
ま
り
や
す
い
金
山
町
に
白

羽
の
矢
が
立
っ
た
そ
う
で
す
。
企
画
し

た
愛
好
者
団
体「
Ｃ・Ｓ・Ｄ
グ
ル
ー
プ
」

（
北
秋
田
市
）の
三
澤
直
生
代
表
は「
金

山
町
は
と
て
も
良
い
と
こ
ろ
。
訪
れ
る

途
中
の
景
観
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
運
営
に
は
、
金
山

の
若
者
有
志
も
協
力
。
町
内
の
特
産
品

を
出
店
し
た
ブ
ー
ス
は
ラ
イ
ダ
ー
達
で

大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
金
山
町
と
バ
イ
ク
。
一
見
結
び
つ
か

な
い
よ
う
な
２
つ
が
、
大
き
な
相
乗
効

果
を
生
み
ま
し
た
。
地
域
を
見
つ
め
、

そ
の
特
性
を
活
か
す
こ
と
が
町
お
こ
し

の
ヒ
ン
ト
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

バ
イ
ク
愛
好
者
が
交
流

　
　
　
　
　
地
域
活
性
化
を

金
山
の
若
者
有
志
も
参
加

　

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る

1

２

３

▼１シェーネスハイム金山から撮った集合写真。
延べ1000台のバイクが集結、大きな賑わいを
見せた。▼２各出店ブース。多くのライダーに
金山の特産品を知ってもらう場となった。特に
人気だったのは「かねやま餃子」。▼バイクには
県ごとに定められたバンダナを巻き付け集合。
交流の輪が広がるきっかけとなった。

東北カラーズミーティング in 山形
　　　 1000台のバイクが金山に集結！ 



一
説
に
よ
れ
ば
、
番
楽
は
六
百
年
以
上
、
歌
舞

伎
は
三
百
年
以
上
前
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ

て
お
り
、
今
や
金
山
町
の
重
要
な
伝
統
芸
能
で

す
。
現
在
、
有
屋
小
学
校
の
子
ど
も
達
は
番
楽

を
、
明
安
小
学
校
の
子
ど
も
達
は
歌
舞
伎
を
保

存
伝
承
。年
に
一
度
、「
子
供
伝
統
芸
能
発
表
会
」

の
場
で
、
練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

屋
少
年
番
楽
は
、
有
屋
地
域
の
稲

沢
地
区
及
び
柳
原
地
区
に
古
く
か

ら
伝
わ
る
民
俗
芸
能
「
番
楽
」
を
伝
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
59
年
の
有
屋

小
学
校
創
立
百
周
年
を
記
念
し
て
組
織
さ

れ
ま
し
た
。

　
結
成
以
来
、
今
年
で
32
年
目
を
迎
え
る

有
屋
少
年
番
楽
は
、
現
在
有
屋
小
全
学
年

の
児
童
を
対
象
。
父
兄
と
番
楽
保
存
会
の

皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
春
か
ら
発

表
会
本
番
ま
で
毎
週
１
回
、
夜
間
に
練
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
少
年
番
楽
を
通
し
て
、
児
童
た
ち
は
温

故
知
新
の
心
や
郷
土
愛
を
育
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
有
屋
地
域
に
と
っ
て
も
貢
献

は
多
大
。
学
校
教
育
・
地
域
教
育
・
社
会

教
育
な
ど
、
全
て
の
教
育
分
野
に
ま
た
が

る
総
合
的
な
教
育
効
果
を
発
揮
し
て
い
ま

す
。

安
子
ど
も
歌
舞
伎
は
、
明
安
小
学

校
が
学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
導

入
し
た
伝
統
的
農
村
芸
能
で
す
。
安
沢
歌

舞
伎
保
存
会
の
指
導
の
も
と
、
平
成
９
年

か
ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
出
演
は
主
に
５
・
６
年
生
。
総
合
的
な

学
習
の
時
間
や
放
課
後
、
さ
ら
に
は
夜
間

を
利
用
し
、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
14
年
度
か
ら
16
年
度
に
か
け
て

文
化
庁
の
助
成
事
業
を
活
用
し
、
衣
裳
・

大
道
具
・
小
道
具
・
そ
の
他
必
要
な
も
の

を
揃
え
て
き
ま
し
た
。
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明
安
子
ど
も
歌
舞
伎
は
、
郷
土
学
習
の

一
環
と
し
て
取
り
組
み
、
地
元
に
伝
わ
る

伝
統
芸
能
の
伝
承
・
保
存
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
学
校
教
育
だ

け
で
な
く
、
社
会
教
育
の
充
実
を
図
る
こ

と
で
、
児
童
た
ち
は
地
域
の
中
で
成
長
し

て
い
ま
す
。

ど
も
達
に
と
っ
て
、
練
習
の
成
果

を
披
露
す
る
晴
れ
の
舞
台
で
あ
る

「
子
供
伝
統
芸
能
発
表
会
」。
14
回
目
を
数

え
た
今
年
も
、
多
く
の
来
場
客
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　
そ
の
評
判
を
聞
き
つ
け
、
子
ど
も
達
は

町
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
す
る
機
会
が
増

え
て
い
る
そ
う
で
す
。
２
つ
の
団
体
と
も

に
、
児
童
数
の
減
少
な
ど
、
抱
え
る
課
題

は
あ
り
ま
す
が
、
舞
台
上
で
い
き
い
き
と

演
じ
る
姿
は『
未
来
』を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

子
ど
も
達
は
こ
れ
か
ら
も
、
今
ま
で
の
伝

統
を
守
り
な
が
ら
、
地
域
の
文
化
を
紡
い

で
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

子
ど
も
達
が
紡
ぐ

　
　

地
域
の
伝
統

有明子10月14日、中央公民館を会場に「子供伝
統芸能発表会」を開催。特別出演の「幅神
楽保存会（舟形町）」と「及位の童歌保存
会（真室川町）」が発表された後、町内２
団体による公演がなされた。
▼１～７有屋少年番楽。口上で長い台詞を
披露。「獅子舞」では舞い手の巧みな手さ
ばき、「三人太刀舞」では太刀くぐりが、
大きな見せ場となった。
▼８～13明安子ども歌舞伎伝承会。演目
は「菅原伝授手習い鑑 吉田社頭 車引きの
場」。隈取という化粧や、見得や六法など
の役者の動きが醍醐味。

150年以上の伝統を持つと言われ、五
穀豊穣・家内安全・交通安全・厄払い
等を願って舞われています。昭和63
年２月、旧長沢小学校校舎のこけら落
としで地域の方々の手ほどきを受けた
児童が舞い、それがきっかけで幅神楽
保存会が創設。現在は、幅地区内の大
人の指導者と男子児童３人が一緒に活
動しています。

及位地域に住む佐藤壽也氏が、祖母ト
リヨさんから口伝えに聞いた童歌を保
存し、伝えていこうと、及位の童歌の
継承が始まりました。学校の課外学習
と連携し、平成17年には及位の童歌
保存会が結成。現在は、及位地区の子
供と大人を中心に、真室川北部小学校
の児童たちが一緒になって継承してい
ます。

幅神楽保存会（舟形町）
及位の童歌保存会（真室川町）

２

３

４

５

６

７

13 12

11

10 ８

９

１
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まちの
わだい

　９月24日、有屋小学校ふるさと学習として、「風の丘
公園を楽しい公園にするプロジェクト」が開催されまし
た。有屋小児童と保護者、地域の皆さん約120名が参加。
憩いの場である公園で、より楽しく過ごせるようにと、
木製ベンチ10脚とテーブル２台を手作りしました。地
域のための活動を通して、子ども達がふるさと有屋への
愛着を深める良い機会となりました。

　９月30日、認定こども園めごたまの大運動会が開催
されました。あいにくの雨天で、会場は金山中学校体育
館に。しかし、子ども達はそんなことお構いなし。綱引
きや徒競走など、どの種目も全力で取り組んでいました。
盛り上がりをみせた「子ども追いかけっこ競走」では、
多くの年長さんがパパ・ママから逃げ切り、成長した姿
を見せてくれました。

雨にも負けず園児らは元気いっぱい
　　　　　　　　　　めごたま大運動会

有屋小ふるさと学習
　風の丘公園に木製ベンチとテーブルを

「童心にかえろう」＠谷口がっこそば
　　　　１日限りの授業ワークショップ
　９月23日、家族で楽しめる体験イベント「Vibeat」が、
谷口がっこそばを会場に開催されました。「童心にかえ
ろう」をテーマに、昔小学校分校だった場所ならではの
授業風のワークショップを展開。家庭科の授業では、そ
ば粉を使ったクッキー作りを親子で体験しました。この
ほか、昔遊びや地元出身者の音楽ライブなど、来場者は
思い思いに秋晴れの休日を楽しんでいました。

第38回金山町産業まつり
　　　　　観光大使の斉藤兄弟も参加！

　10月８日、今年も盛大に開催された第38回金山町産
業まつり―。晴天に恵まれ、カラオケ大会も爽やかに、
会場は多くの来場者による熱気に包まれました。
　開会式では、２ヵ月ぶりに来町された観光大使の斉藤
兄弟が登場。一緒に写真を撮るなどして交流していただ
きました。そして、今年も大好評だった金山牛。昨年に
引き続き、加藤優志さん（谷口）が生産したＡ５ランク
を含む最高級の牛肉です。米の娘ぶたや特産品とともに、
来場者の皆さんは金山の味覚に舌鼓を打っていました。
その他にも、毎年恒例のアトラクションが会場を盛り上
げ、秋の祭典に花を添えました。

西郷地域で今年も大盛況
　　　　もったいないフリーマーケット
　10月９日、第６回西郷地域もったいないフリーマー
ケットが開催され、会場となった町教育文化資料館は子
供から大人まで、多くの来場者で賑わいました。焼きそ
ばや餃子が振る舞われ、交流を図りながら買い物を楽し
んでいました。資料館内では、山形大学チーム道草写真
部による作品を展示。朴山、板橋、長野地区の人物や風
景など、学生の視点で撮影した作品が並びました。

身近なわだい、お寄せください。　
総務課 広報情報係　☎５２－２１１１（内線２２５）
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　10月11日、蔵の会指導のもと、認定こども園めごた
まの年長園児たちが「お茶席」を体験しました。会場は
７月に完成したばかりの新園舎。器の持ち方など一連の
作法を学んだ後、園児たちは膝をつき、たどたどしくも
上手にお茶をたしなんでいました。「小さい頃から日本
の伝統に触れることが大切。日常生活にも活きてくる」
と代表の阿部一代さんは話していました。

　広報かねやまに俳句を連載されている「金山杉俳句会」
は今年で発足から36年目を迎えます。現在、会員は６名。
４月から新たに栗田彌超さん（上中田出身）を先生に迎
え、月一度勉強会を開催しています。「堅苦しくなく、
生活の中でありふれた情景を詠む、言わば生活句」が信
条の当会。気軽に俳句に触れてみたい方は、金山杉俳句
会（代表：鵜沼）☎52－7365までご連絡ください。

36年目の金山杉俳句会　　　　　　　　
　　　和気あいあいと詠むのは「生活句」

日本の伝統を身近なものに　　　　　　
　　　　　　蔵の会による「お茶席体験」

第42回とこみどりマラソン大会　　　
　　　ディーオくんも会場を盛り上げる
　10月15日、金山小学校グラウンドをスタート会場に、
第42回とこみどりマラソン大会が開催されました。当
日参加も含めた町内外から参加者は426名。好天にも恵
まれ、盛大に開催されました。また、モンテディオ山形
からディーオくんがゲストとして登場。スタートの号砲
を鳴らすなど、大会を盛り上げてくれました。
　なお、入賞者は下記のとおりです（敬称略）。

第五回墨の社中展　　　　　　　　　　
　　　大郷書院門下生による力作が揃う
　10月６日～11日、蔵史館を会場に第五回墨の社中展
が開催されました。大郷書院の門下生10名による作品
を展示。来場者は堂々とした力作を感心して見入ってい
ました。門下生の中には、70歳を超えて書道を始めた
方もいるそう。代表の寒河江大郷さんは「書道は大人の
ための生涯学習でもある。皆さんが書道に親しむきっか
けとなればよい」と話していました。

20回を迎えた「かねやま絆の森事業」　
　　　　山形交響楽団と金山中生が共演
　10月22日、かねやま絆の森事業が第20回を迎えるに
あたり「夢の架け橋プロジェクト」が開催されました。
山形交響楽団金管五重奏と金山中吹奏楽部の15名が共
演し、「銀河鉄道999」のテーマを演奏。会場の金山中
学校体育館には、美しいハーモニーが響き渡りました。
音楽を通して、地域や人など、多くのものと森とのつな
がりを実感できた交流となりました。

佐藤　妃菜

明安スキースポ少

07分59秒

小松　　蒼

ハッチレーシング

08分16秒

元木　千穂

玉野スキースポ少

08分28秒

高校・一般
男子５km

中学生男子
４km

中高生女子
３km

小学生５・６年
男子３km

小学生５・６年
女子２km

小学生３・４年
男子２km

小学生３・４年
女子２km

順
位

山口　大陽

舟形アスリートクラブ

15分57秒

須賀　　暁

JR東日本

16分17秒

今井　達弥

有屋スキースポ少

16分45秒

岸　　益幹

金山中学校スキー部

13分34秒

柴田　優也

金山中学校スキー部

13分44秒

星川心之介

金山中学校スキー部

13分53秒

髙橋　美里

金山中学校スキー部

11分02秒

清藤　　柚

尾花沢クロカン

11分20秒

本間　牧代

尾花沢クロカン

11分22秒

遠藤　佳人

大石田JSC

11分01秒

小沼　我央

有屋スキースポ少

11分18秒

齊藤　登馬

戸沢T&F

11分36秒

柏倉　一愛

常盤スポーツ少年団

07分30秒

星川　優月

明安スキースポ少

08分05秒

佐藤　碧唯

ハッチレーシング

08分07秒

保芦摩比呂

大石田JSC

07分26秒

柿崎　　仁

金山スポ少野球部

07分48秒

落合　　玄

尾花沢クロカン

07分51秒

①

②

③

小学生１・２年
男子１km

小学生１・２年
女子１km

一般男子
３km

一般女子
２km

ファミリー
１km

ミニ駅伝
男子

ミニ駅伝
女子

順
位

柿崎　時矢

大蔵小学校

04分07秒

古川　羽琉

戸沢ファイターズ

04分12秒

矢口　敢太

やなぎはら

04分14秒

早坂　美星

大蔵小学校

04分18秒

小沼　れい

有屋スキースポ少

04分26秒

髙橋　芽生

富沢スポーツ少年団

04分27秒

佐藤　幸樹

―――

10分58秒

松坂　崇由

戸沢T&F

11分37秒

三上孝一郎

Team みすぎ荘

12分33秒

早坂　恵美

(株)新庄エレメックス

10分37秒

三上智江美

Team みすぎ荘

11分06秒

小野友紀子

Team みすぎ荘

11分36秒

尾﨑洋介・潤斗

JAみちのく村山・玉野保育園

04分42秒

阿部貴裕・碧翔

中田倶楽部

05分03秒

松坂崇由・風希

戸沢T&F

05分20秒

ハッチレーシング湯沢A

―――

08分09秒

大石田JSC

―――

08分27秒

有屋スキースポ少A

―――

09分01秒

ハッチレーシング湯沢A

―――

09分06秒

明安スキースポ少A

―――

09分09秒

金山スポ少バレー部Ⅰ

―――

09分37秒

①

②

③
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リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
と
は
「
生
き
て
い
る
時
の

意
思
」
の
意
味
で
実
際
に
は
終
末
期
医
療
に
お

け
る
事
前
指
示
書
。「
自
分
の
命
が
不
治
か
つ

末
期
で
あ
れ
ば
、
延
命
措
置
を
施
さ
な
い
で
欲

し
い
」
と
宣
言
す
る
こ
と
で
す
。

　
現
代
の
医
療
で
は
人
を
生
か
し
続
け
る
こ
と

が
か
な
り
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
人
工

呼
吸
・
胃
ろ
う
な
ど
を
た
だ
延
命
の
み
の
た
め

に
行
う
こ
と
に
私
は
疑
問
を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
控
え
、
苦
痛
を
取
り
除
く
緩
和
に
重

点
を
置
く
医
療
に
最
善
を
尽
く
し
て
も
ら
う
。

こ
ん
な
考
え
を
支
援
し
て
い
る
組
織
が
日
本
尊

厳
死
協
会
で
す
。
自
然
経
過
（
平
穏
死
・
尊
厳

死
）
を
望
む
も
の
で
あ
り
、
死
期
を
早
め
る
た

め
の
措
置
（
安
楽
死
）
を
望
む
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
私
も
尊
厳
死
協
会
会
員
（
年
会
費
２

千
円
）
で
す
。
私
の
会
員
カ
ー
ド
の
裏
面
に
は

以
下
の
よ
う
な
宣
言
書
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
指
示
書
は
、
私
が
健
全
な
状
態
に
あ
る

時
に
書
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

私
の
精
神
が
健
全
な
状
態
に
あ
る
時
に
私
自
身

が
破
棄
す
る
か
、
ま
た
は
撤
回
す
る
旨
の
文
書

を
作
成
し
な
い
限
り
有
効
で
あ
り
ま
す
。

①　
私
の
傷
病
が
、
現
代
の
医
学
で
は
不
治
の

状
態
で
あ
り
、
既
に
死
が
迫
っ
て
い
る
と

診
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
た
だ
単
に
死
期

を
引
き
延
ば
す
た
め
だ
け
の
延
命
治
療
は

お
断
り
い
た
し
ま
す
。

②　
た
だ
し
こ
の
場
合
、
私
の
苦
痛
を
和
ら
げ

る
た
め
に
は
、
麻
薬
な
ど
の
適
切
な
使
用

に
よ
り
十
分
な
緩
和
医
療
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

③　
私
が
回
復
不
能
な
遷
延
性
意
識
障
害
（
持

続
的
植
物
状
態
）
に
陥
っ
た
時
に
は
生
命

維
持
措
置
を
取
り
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　
以
上
、
私
の
要
望
を
忠
実
に
果
た
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
そ
の
方
々
が
私
の
要
望
に
従
っ
て
く
だ

さ
っ
た
行
為
一
切
の
責
任
は
私
に
あ
る
こ
と
を

付
記
い
た
し
ま
す
。

　
大
切
な
人
生
の
最
終
章
の
こ
と
を
少
し
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
診
療
所
に
は
尊
厳
死
協
会
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
会
報
も
お
い
て
あ
り
ま
す
。

事
前
指
示
書
は
尊
厳
死
協
会
の
も
の
に
限
り
ま

せ
ん
。
自
分
で
書
い
て
も
い
い
の
で
す
よ
。

　
　
　
　
町
立
金
山
診
療
所

疼
痛
外
来
嘱
託
医　
東
郷
ひ
ろ
み

っとクリニック vol.107 町立金山診療所　☎52－2915ほかね もり
や ま

健　康　く　ら　ぶ

　10月９日、この日はお米の収穫真っ盛りの谷口
地区へ行ってきました。秋の匂いというのはとても
心地よく、心なしか焼き芋が食べたくなりますね。
　残念ながら収穫が忙しく、地域の方々とのお話は
叶いませんでした。しかし、それも「秋の姿」なの
かなと実感しました。
　お昼ごはんは帰りがけに谷口がっこそばで。美味
しいそばに、また訪れたいと思った谷口地区でした。

Shot5
谷　口

在宅医療セミナーが
開催されました！

　
金
山
町
防
犯
協
会
の
大
場
征
志
会
長
が
、
地

域
の
防
犯
功
労
者
と
し
て
警
察
庁
長
官
と
公
益

財
団
法
人
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
会
長
と
が
連

名
で
行
う
防
犯
栄
誉
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

金
賞
は
最
も
功
績
を
あ
げ
た
人
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
、
山
形
県
で
は
唯
一
、
大
場
会
長
が
金
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
大
場
会
長
は
、
昭
和
57
年

に
防
犯
協
会
に
入
会
以
来
、
35
年
の
長
き
に
わ

た
り
熱
心
な
活
動
で
安
全
・
安
心
の
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
表
彰
式
は
９
月
28
日
（
木
）、
東
京
都
港
区

の
明
治
記
念
館
で
開
催
さ
れ
た
全
国
地
域
安
全

運
動
中
央
大
会
の
席
上
で
行
わ
れ
、
ま
た
、
10

月
10
日
（
火
）
に
は
全
国
地
域
安
全
運
動
最
上

地
区
出
発
式
（
会
場
：
新
庄
市
ゆ
め
り
あ
）
に

お
い
て
も
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

大場征志さん（山崎）
　　　全国防犯栄誉金賞受賞！

日本尊厳死協会パンフレット

平成29年度　在宅医療セミナー
＠農村環境改善センター

第１回「訪問看護とは」
９月19日（火）13：30～

第２回「飲み込みが悪い時」
10月12日（木）13：30～

第３回「在宅医療とは」
11月８日（水）17：00～ 18：30
講師：土田医院　院長　土田秀也氏

第４回「介護テクニックを学ぼう」
12月８日（金）13：30～ 15：00
講師：梅花苑　理学療法士　高橋優介氏

済

済

最後まで大好きな町で

　　　　　過ごすために―

『　　　　　　　』リビングウィル－Living Will－を知っていますか？
　
高
齢
化
が
進
む
中
、
自
宅
で
も
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
と
の
願
い
か
ら
、
今
年
８
月
に
金
山
町
・
真
室

川
町
・
鮭
川
村
合
同
で
「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
新
庄
サ

テ
ラ
イ
ト
ま
む
ろ
川
」
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
合

わ
せ
て
、
在
宅
医
療
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
は
「
訪
問
看
護
と
は
」
と
題
し
、
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
あ
た
し
ん
家
認
定
看
護
師
の
佐
藤
貴
美
代
氏
が
ご

講
演
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
訪
問
看
護
は
在
宅
で
療
養
す
る
方

に
看
護
師
等
の
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
訪
問
し
、
療
養
生
活
の
お

世
話
や
診
療
の
補
助
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

▼
健
康
状
態
（
体
温
・
脈
拍
・
血
圧
）
の
観
察

▼
食
事
（
経
管
栄
養
）
や
排
泄
の
お
世
話

▼
入
浴
介
助
や
洗
髪
、
歯
磨
き
・
口
腔
ケ
ア

▼
床
ず
れ
の
予
防
や
手
当
て

▼
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

▼
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
人
生
の
終
末
期
）
の
ケ
ア

▼
医
師
の
指
示
に
よ
る
点
滴
や
痰
吸
引
、
人
工
呼
吸
器
の
管

理
、
人
工
肛
門
ケ
ア
等
を
行
い
ま
す
。

　
夜
間
で
も
緊
急
時
に
は
訪
問
し
た
り
、
家
族
等
介
護
者
の

身
近
な
相
談
相
手
と
な
り
心
の
ケ
ア
を
行
っ
た
り
と
、
訪
問

看
護
は
在
宅
療
養
を
支
え
る
大
事
な
存
在
。
家
で
過
ご
す
こ

と
で
患
者
さ
ん
の
自
然
治
癒
を
高
め
、
人
生
を
最
後
ま
で
よ

り
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
ケ
ア
に
つ
い
て
お
話
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
第
２
回
は
「
飲
み
込
み
が
悪
い
時
の
対
応
」
に
つ
い
て
、

新
庄
徳
洲
会
病
院
言
語
聴
覚
士
の
沼
澤
明
日
美
氏
、
認
定
栄

養
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
じ
ゅ
ね
管
理
栄
養
士
の
柿
﨑
明
美

氏
よ
り
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
齢
者
の
死
亡
原
因

の
上
位
に
あ
る
肺
炎
。
原
因
は
ほ
と
ん
ど
が
誤
嚥
（
誤
っ
て

食
べ
物
が
気
管
に
入
る
こ
と
）
で
あ
り
、
お
口
の
筋
ト
レ
や

口
腔
ケ
ア
、
咳
払
い
の
力
、
栄
養
保
持
が
肺
炎
予
防
に
は
効

果
的
で
す
。
具
体
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
姿
勢
・
食
べ
方
の

工
夫
、
介
護
食
に
つ
い
て
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
第
３
回
、
第
４
回
の
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
も
募
集
中
で
す
の

で
、
ど
な
た
も
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
せ

　
金
山
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎
52

－

３
０
３
５

ち



お知らせ掲示板

秋
季
火
災
予
防
運
動

火
の
用
心 

こ
と
ば
を
形
に 

習
慣
に

　
山
火
事
や
野
焼
き
な
ど
に
よ
る
火
災
が

多
く
発
生
す
る
時
季
で
す
。
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間　
11
月
９
日（
木
）〜
15
日（
水
）

　
朝
夕
７
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

▼
住
宅
防
火
・
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
①
３
つ
の
習
慣

•
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

•
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

•
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

　
②
４
つ
の
対
策

•
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

•
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

•
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

•
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

　
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
！

山
形
県
警
察
特
殊
詐
欺
被
害
防
止

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　
こ
の
た
び
開
設
し
ま
し
た
「
山
形
県
警

察
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、
電
話
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
か
ら
県
民
の

皆
さ
ま
に
特
殊
詐
欺
に
関
す
る
手
口
、
被

害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対
策
に
関
す
る
お

電
話
を
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
実
施
事
業
者

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ソ
ル
コ
＆
北
海
道
テ
レ
マ
ー
ト
㈱

▼
実
施
期
間

　
平
成
29
年
10
月
10
日
〜
平
成
30
年
１
月

31
日
ま
で

　
９
時
〜
17
時
30
分
ま
で
（
平
日
の
み
）

▼
発
信
番
号

　
０
２
３

－

６
８
７

－

１
５
２
６

※
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
特
殊
詐
欺
被
害
防

止
の
注
意
喚
起
を
行
う
も
の
で
す
。
口
座

番
号
や
暗
証
番
号
を
聞
い
た
り
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
っ
た
り
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」が
サ
ポ
ー
ト

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
高
校
、
短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
や
外
国
の

高
校
、
大
学
等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子

さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た

公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

▼
融
資
額　
ひ
と
り
３
５
０
万
円
以
内

▼
金　
　
利　
原
則
年
１
・
８
％

▼
返
済
期
間　
原
則
15
年
以
内

問　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
５
７
０

－

０
０
８
６
５
６

障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め
の
職
業
訓
練

受
講
者
募
集

▼
対
象　
障
が
い
の
あ
る
就
職
希
望
者

▼
内
容　
事
業
所
内
で
の
実
践
コ
ー
ス

（
事
務
、
製
造
、
商
品
陳
列
、

品
出
し
、
清
掃
、
介
護
補
助
、

農
業
な
ど
）

▼
費
用　
無
料
（
保
険
代
等
は
別
途
）

▼
申
込　
随
時
電
話
で
受
け
付
け

問　
山
形
職
業
能
力
開
発
専
門
校

　
　
☎
０
２
３

－

６
４
４

－

９
２
２
７

「
生
産
管
理
基
礎
」受
講
者
募
集

▼
日
時　
11
月
27
日（
月
）〜
28
日（
火
）

▼
会
場　
山
形
職
業
能
力
開
発
専
門
校

▼
定
員　
15
名

▼
費
用　
受
講
料
６
，
０
０
０
円

▼
締
切　
11
月
13
日
（
月
）

問　
山
形
職
業
能
力
開
発
専
門
校

　
　
☎
０
２
３

－

６
４
４

－

９
２
２
７

知
財
総
合
支
援
窓
口
の
ご
案
内

▼
相
談
内
容

特
許
や
商
標
な
ど
の
出
願
手
続
き
方
法

や
費
用
、
先
行
技
術
や
先
願
商
標
の
調

査
方
法
、
知
的
財
産
権
に
よ
る
技
術
等

の
保
護
手
段
、
知
的
財
産
権
で
保
護
を

図
り
な
が
ら
ブ
ラ
ン
ド
確
立
な
ど

▼
窓
口
開
設
時
間

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
（
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

▼
費
用　
相
談
無
料

※
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　
山
形
県
発
明
協
会

　
　
☎
０
２
３

－

６
４
７

－

８
１
３
０

若
者
相
談
支
援
設
置
拠
点
事
業

講
演
会「
す
べ
て
は
光
る
」

▼
日
時　
11
月
26
日
（
日
）　
14
時
〜

▼
会
場　
ア
ベ
ー
ジ
ュ

▼
講
師　
大
石
田
町
地
福
寺 

宇
野
全
匡
師

▼
内
容　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

の
が
苦
手
、
外
に
出
た
く
な
い

な
ど
の
お
悩
み
を
抱
え
た
方
を

勇
気
づ
け
る
講
演

▼
費
用　
入
場
無
料

▼
申
込　
事
前
申
し
込
み
が
必
要

問　
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
ま
ち
か
ど
カ
フ
ェ
た
ま
り
ば

　
　
☎
０
８
０

－

３
１
４
４

－

３
０
０
９

交
通
事
故
の
損
害
賠
償
問
題
で

お
困
り
の
方
へ

　
自
動
車
事
故
に
か
か
る
損
害
賠
償
問
題

の
紛
争
解
決
を
、
弁
護
士
が
中
立
公
正
な

立
場
か
ら
お
手
伝
い
し
ま
す
。
被
害
者
ご

本
人
に
法
律
知
識
が
な
く
て
も
、
交
渉
に

不
慣
れ
で
も
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
費
用　
相
談
無
料

▼
申
込　
随
時
電
話
で
予
約
受
け
付
け

問　
交
通
事
故
紛
争
処
理
セ
ン
タ
ー
仙
台
支
部

　
　
☎
０
２
２

－

２
６
３

－

７
２
３
１
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「
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
」
で

は
、
就
学
前
の
児
童
の
幼
児
教
育
・
保

育
を
保
障
す
る
た
め「
支
給
認
定
制
度
」

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
認
定
こ
ど
も
園

等
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
施
設
利
用

申
込
み
と
合
わ
せ
て
、
町
か
ら
教
育
・

保
育
の
必
要
性
に
応
じ
た「
支
給
認
定
」

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
認
定
こ
ど
も
園
め
ご
た
ま
に
お
い
て

は
、
支
給
認
定
申
請
書
と
入
園
申
込
書

を
同
一
の
様
式
で
兼
用
し
て
い
ま
す
。

１
．
新
規
入
園
者
に
つ
い
て

▼
受
付
期
間

　
11
月
10
日（
金
）〜
12
月
11
日（
月
）

▼
入
園
要
件

①
満
８
ヵ
月
以
上
３
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
（
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
年

齢
）

※
両
親
が
就
労
・
疾
病
等
に
よ
り
、

自
宅
で
保
育
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
認

め
ら
れ
た
場
合
（
保
育
が
必
要
な
場

合
）
に
入
園
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
３
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
（
平
成
30

年
４
月
１
日
現
在
年
齢
）

※
保
育
が
必
要
・
必
要
で
な
い
に
関

わ
ら
ず
入
園
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　
申
込
書
（
施
設
型
給
付
費
・
地
域
型

保
育
給
付
費
等
支
給
認
定
申
請
書
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
就
労
証
明
書
な

ど
保
育
の
必
要
性
を
証
明
す
る
書
類
を

添
え
て
役
場
健
康
福
祉
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
書
配
布
場
所

　
役
場
健
康
福
祉
課 

子
育
て
支
援
係

※
11
月
10
日
（
金
）
か
ら
配
布
い
た

し
ま
す
。

▼
認
定
及
び
入
園
決
定

　
家
庭
状
況
、
保
護
者
の
希
望
、
施
設

状
況
を
踏
ま
え
必
要
に
応
じ
て
利
用
調

整
（
選
考
）
を
行
い
、
支
給
認
定
結
果

及
び
入
園
の
決
定
に
つ
い
て
１
月
下
旬

に
通
知
す
る
予
定
で
す
。

２
．
継
続
し
て
入
園
す
る
園
児
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
度
に
、
金
山
町
か
ら
支
給

認
定
（
１
号
認
定
・
２
号
認
定
・
３
号

認
定
）
を
受
け
、
す
で
に
入
園
し
て
い

る
方
（
認
定
こ
ど
も
園
め
ご
た
ま
乳
児

部
・
幼
児
部
・
そ
の
他
の
園
）
に
つ
い

て
は
、
新
た
に
入
園
申
込
み
を
行
う
必

要
は
な
く
、
基
本
的
に
退
園
の
希
望
が

無
い
限
り
小
学
校
に
入
る
ま
で
入
園
可

能
で
す
。

※
た
だ
し
、
３
号
認
定
に
つ
い
て
は
保

護
者
の
就
労
状
況
等
に
変
更
が
な
い
場

合
の
み
継
続
入
園
が
可
能
で
す
。

※
す
で
に
入
園
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、

11
月
中
に
園
を
通
し
て
『
支
給
認
定
現

況
届
（
入
園
継
続
確
認
）』
を
配
付
い

た
し
ま
す
の
で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

認定こども園等入園の募集について
問 役場健康福祉課 子育て支援係　☎52－2111（内線370）

子育て支援センターおひさまも
ご利用ください！

入園前のお子さんやパパ・ママ・おばあちゃ
んが集まり、いろいろな遊びや保護者の交流
の場を提供しています。子育てに関する相談
もお気軽にお寄せください。

▼場　所　金山町大字金山571
　　　　　（町体育センター前）
▼時　間　平日：９時～ 15時
▼利用料　無料
　　　　　※事前申し込みは不要

※認定こども園めごたま以外の保育施設への入園も募集しています。

「mama’ sサークルおひさま」として、
子育て中のお母さん達も楽しく活動しています！

平
成
30
年
度
の
入
園
申
込
み
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す



航
太
は
瀬
戸
内
海
の
五
木
島
の
分
校
に

通
う
高
校
３
年
生
。
球
技
部
を
引
退
し

て
か
ら
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
俳
句
甲

子
園
を
目
指
す
日
向
子
の
メ
ン
バ
ー
探

し
を
手
伝
う
こ
と
に
な
る
。
エ
ン
ト

リ
ー
に
必
要
な
最
低
人
員
が
揃
い
本
格

的
に
俳
句
甲
子
園
を
目
指
そ
う
と
し
た

矢
先
、
航
太
の
祖
母
が
倒
れ
て
し
ま
う

…
。
十
七
音
に
か
け
る
熱
い
想
い
と
ひ

た
む
き
さ
が
輝
く
！

目
標
は
ば
か
ば
か
し
い
ぐ
ら
い
小
さ
く

し
ろ
！
と
巻
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
。
小

さ
す
ぎ
て
ば
か
ば
か
し
い
と
思
う
行
動

が
、
大
き
な
結
果
を
生
み
出
す
！
小
さ

な
習
慣
は
、
歯
を
磨
く
の
と
同
じ
ぐ
ら

い
簡
単
に
生
活
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
、

不
調
の
日
も
気
分
に
関
係
な
く
実
行
で

き
る
、集
中
力
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
、

間
抜
け
な
脳
を
騙
し
て
潜
在
意
識
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
！

十
代
の
き
み
た
ち
へ
ぜ
ひ
読
ん
で
ほ

し
い
憲
法
の
本　
／
日
野
原
重
明

睡
眠
教
育
の
す
す
め
／
木
田
哲
生

ジ
ャ
パ
ン
・
ト
リ
ッ
ク
／
岩
城
け
い

く
ら
し
の
お
り
が
み
と
ち
ょ
こ
っ
と
紙
小
物

　
　
　
　
　
　
　
　
／
荻
野
善
之

算
数
嫌
い
な
子
が
好
き
に
な
る
本

　
　
　
　
　
　
　
　
／
松
島
伸
浩

電
子
レ
ン
ジ
で
簡
単
！
笑
顔
こ
ぼ
れ

る
デ
コ
和
菓
子　
　
／
鳥
居
満
智
栄

科
学
的
に
元
気
に
な
る
方
法
集
め
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
／
堀
田
秀
吾

マ
ン
ガ
で
身
に
つ
く
自
分
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
／
大
野
直
人

大
人
の
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ　
／
司
馬
理
英
子

ひ
ざ
の
痛
み
が
ス
ッ
キ
リ
消
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
／
野
本
聡

こ
の
世
の
春
（
上
下
巻
）

　
　
　
　
　
　
　
　
／
宮
部
み
ゆ
き

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
や
っ
て
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
／
堀
川
ア
サ
コ

犬
か
ら
聞
い
た
素
敵
な
話

　
　
　
　
　
　
　
　
／
山
口
花
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「図書室だより」「森の子ども図書コーナー」
中央公民館内　9：00 ▶ 16：00

▼南風吹く
　森谷明子／光文社

『しょうじき50円ぶん』
（くすのきしげのり／作　長野ヒデ子／絵　廣済堂あかつき）

▼小さな習慣
　スティーヴン・ガイズ
　／ダイヤモンド社

ぼくと弟のあつしは野球の練習が終わったあ
と、汗だくのユニフォームを着たままお店で
冷たいジュースを買った。ぼくが五百円玉を
おばちゃんに渡してあつしが三百円おつりを
もらった。帰り道、ぼくはあつしの財布を受
け取って中味を確かめた。「これは二人の大
切なお小遣いだからね、あれ？」おつりが五
十円足りません。ジュースを買ったときおば
ちゃんが百円玉を一個、五十円玉と間違えた
みたいです。おばちゃんのお店にいって、五
十円をもらってきました。次の日二人はたこ
焼きを買いにいき、今度はおつりが五十円多
かったのです。さて、このあと二人は？

お久しぶりです、協力隊の柴田琢磨です。10月で金

山町に住み始めて丸１年が経ち、ようやく年間を通し

た金山町の生活を知ることができました。町の方々か

らは、消防の活動や金山まつりが終わったら、少し落

ち着けるという話をお聞きしていましたが、全くそう

いうことはなく、非常に慌ただしいながらも楽しみな

がら活動させていただいています。前回の報告のあと、

９月23日に郡内の協力隊で、谷口がっこそば協賛の

もと家族向けのイベントをさせていただいきました。

金山町開催ということで主動力は僕たち金山町協力隊

となるのですが、準備の時点で人がもう１～２人ほし

いという話になり、やはり大きな課題は足りない人手

をどう補うかという点で、今後活動していくうえでも

色々考えて試行錯誤していきたいと思います。

交流サロンぽすと内
№143

月
新
刊
本

11

ぶ
ん
げ
い

金
山
杉
俳
句
会
報
　
第
四
〇
九
回

金
山
杉
俳
句
会
報
　
第
四
〇
九
回

か
ね
や
ま
紅
風
会

か
ね
や
ま
紅
風
会

金山町の人口は、 5,698人
９月末現在

男性　2,771人（－４）
女性　2,927人（－５）
世帯数　1,771世帯
●出生／３人　●死亡／11人
●転入／４人　●転出／５人▶９月の異動

編
集

 

幸
記

▼
14
年
目
を
迎
え
た
子
供
伝

統
芸
能
発
表
会
。
今
年
は
、
本

番
前
の
楽
屋
に
も
お
邪
魔
し
、

子
供
た
ち
を
取
材
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
み
ん
な
緊
張
し
て
い
る
の
か
と
思

い
き
や
、
実
際
は
そ
の
逆
。
自
信
に
溢
れ
た
表
情

で
、
て
き
ぱ
き
と
準
備
を
す
る
子
供
た
ち
が
そ
こ

に
は
い
ま
し
た
。「
少
し
緊
張
す
る
け
ど
、
や
っ

て
い
る
間
は
楽
し
い
！
」
口
々
に
伝
統
芸
能
が
で

き
る
喜
び
を
話
す
子
供
た
ち
。
中
に
は
、
す
ら
す

ら
と
セ
リ
フ
を
披
露
し
て
く
れ
た
子
も
い
ま
し

た
。
と
て
も
嬉
し
く
、
そ
し
て
頼
も
し
く
思
い
ま

し
た
。
取
材
を
通
し
て
、
子
供
た
ち
か
ら
も
多
く

の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。（
う
ま
）

荒
　
屋
　
阿
部
　
勝
子

一
品
は
畑
で
算
段
秋
彼
岸

立
秋
や
亡
夫
と
語
ら
ふ
お
茶
を
点
て

荒
　
屋
　
関
　
喜
美
子

間
引
き
菜
を
か
み
し
め
想
ふ
過
ぎ
し
日
を

コ
ス
モ
ス
は
愁
ひ
を
誘
ふ
花
な
り
き

菅
　
越
　
庄
司
け
み
子

台
風
の
大
き
な
逸
れ
の
安
堵
か
な

豊
の
秋
臼
の
回
り
は
子
等
の
陣

七
日
町
　
青
柳
キ
エ
子

湯
上
が
り
の
髪
の
匂
へ
り
夕
月
夜

あ
り
が
た
う
互
ひ
に
交
は
す
秋
桜

七
日
町
　
柴
田
　
栖
静

禅
の
苑
朝
霧
ふ
か
く
鐘
し
ず
か

薄
紅
葉
絶
え
ぬ
お
香
の
成
田
山

羽
　
場
　
坂
本
徳
太
郎

秋
茜
と
ば
す
ゴ
ル
フ
を
躊
躇
は
す

鬼
灯
を
集
め
妻
へ
の
供
物
と
し

上
　
台
　
阿
部
　
　
一

穂
ス
ス
キ
や
参
勤
し
の
ぶ
七
ヶ
宿

秋
澄
め
り
小
坂
峠
の
大
鳥
居

七
日
町
　
村
松
　
枩
風

鶯
山
の
句
碑
を
訪
ふ
た
り
竹
の
春

動
力
の
去
り
て
定
ま
る
刈
田
か
な

つ   

ま は
た

昭
　
子

日
昏
る
る
も
忘
れ
戯
る
猫
じ
ゃ
ら
し

朝
霧
の
ほ
の
か
に
匂
ふ
野
菊
か
な洋

　
子

軒
に
揺
れ
夕
日
に
染
み
し
唐
辛
子

夕
霧
に
う
す
く
つ
つ
ま
る
町
あ
か
りサ

ダ
エ

碑
の
文
字
の
う
す
れ
や
雁
は
行
く

篠
の
子
や
厨
こ
と
こ
と
地
の
恵
み敏

　
子

健
や
か
を
心
に
二
尾
の
秋
刀
魚
買
ふ

夕
ぐ
れ
の
風
に
波
立
つ
蕎
麦
の
花よ

し
子

ど
ん
ぐ
り
や
園
児
の
帽
子
籠
と
な
る

髪
染
め
て
耳
敏
く
な
る
こ
ぼ
れ
荻順

　
子

優
し
く
て
人
恋
し
く
て
秋
の
風

そ
こ
だ
け
が
風
が
あ
る
如
秋
ざ
く
ら

い
し
ぶ
み

そ

か
み

き
と

柴田琢磨 隊員
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第41回子どもの遊びと生活災害事故防止
　　　　　　　　　ポスターコンクール
●○金賞
　小野　　陽汰（金山小１年）
　三上　　　柊（有屋小１年）
　柴田　　由亜（有屋小２年）
●○銀賞
　後藤　　瑠楓（明安小２年）
　佐藤　菜々美（明安小６年）
●○入選
　小野　　莞汰（金山小２年）
　栗田　陽美華（金山小３年）
　柿崎　　彩乃（金山小４年）
　栗田　　冬吾（金山小５年）
　長倉　　和花（金山小６年）
　五十嵐　心優（有屋小４年）
　細谷　　流唯（有屋小５年）
　井上　　　空（有屋小６年）

第63回青少年読書感想文
　　　　　　　　最上地区コンクール　
【小学生の部】
●○優秀賞
　三上　　　柊（有屋小１年）
　矢口　琥太郎（有屋小３年）

●○佳作
　斎藤　　　椿（金山小６年）
　長倉　　和花（金山小６年）
●○入選
　小野　　樹里（金山小１年）
　栗田　　真任（金山小１年）
　小野　　樹花（金山小３年）
　三浦　　瑠美（金山小４年）
　柴田　　輝隆（有屋小２年）
　鈴木　　暖生（有屋小４年）
　柴田　　　凜（有屋小６年）
【中学生の部】
●○佳作［課題］
　栗田　　　渚（金山中２年）
●○佳作［自由］
　天口　　優羽（金山中１年）
　伊藤　　　巧（金山中２年）
●○入選［課題］
　古澤　　佑季（金山中１年）
●○入選［自由］
　梅津　　祥太（金山中１年）
　世六　　涼葉（金山中２年）
　岸　　　竜大（金山中３年）
　正野　　　星（金山中３年）

　柿崎　　光希（金山中３年）
　樋渡　　　彩（金山中３年）

歯・口に関する図画・ポスターコンクール
●○県３位
　三上　　　柊（有屋小１年）
●○佳作
　矢口　　竜士（有屋小１年）
　鈴木　　暖生（有屋小４年）

第56回山形県大会最北地区予選会
●○優秀賞［中学校小編成の部］
　金山中学校  吹奏楽部

第56回全日本吹奏楽コンクール
　　　　　　　　　　　山形県大会　
●○金賞
　金山中学校  吹奏楽部

第69回中高英語弁論大会
●○優良賞［暗唱の部］
　長倉　　拓夢（金山中３年）
●○優良賞［スピーチの部］
　柿崎　　光希（金山中３年）

※敬称略

▼歯・口に関する図画・ポスターコンクールで県３位を受賞した
　三上柊さん（有屋小１年）の作品

▼﹇
上
か
ら
順
に
﹈
第
41
回
子
ど
も
の
遊
び
と
生
活
災
害
事
故
防
止
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
し
た
小
野
陽
汰
く
ん
（
金
山
小
１
年
）・

　
柴
田
由
亜
さ
ん
（
有
屋
小
２
年
）
の
作
品
と
、
銀
賞
を
受
賞
し
た
佐
藤
菜
々
美
さ
ん
（
明
安
小
６
年
）
の
作
品


